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宇宙開発の現状報告 

（平成 19年 9月 5日（水）～平成 19年 9月 11 日（火）） 

 

平成19年 9月 12日 

宇宙開発委員会事務局 

 
 
最近の宇宙開発委員会の動き 

9 月 6日（木） 

• 計画部会月探査ワーキンググループ 
 【松尾委員長、青江委員、池上委員、野本委員、森尾委員】 

 

 

宇宙開発に関する海外の動向 

9 月 6日（木） 

• プロトンロケット、通信衛星「JCSAT」の打上げに失敗 
 【米、露、日】 

9 月 5日（水）（現地時間、以下同）、インターナショナル･ロン

チ･サービシズ（ILS）社は、バイコヌール宇宙基地より、プロトン

M/ブリーズＭ上段ロケットを打ち上げたが、第 2段に異常が発

生し、JSAT株式会社の商業通信衛星「JCSAT-11」打上げに失

敗した。JSAT株式会社は、JCSAT-11は軌道上予備機とする予

定であったため、同社の放送･通信サービスヘの影響は当面な

いとしている。 

 

9 月 7日（金） 

• NASA、ロケットプレーン・キスラー社に対しCOTS計画の契約
終了を通達 【米】 

報道によると、米国航空宇宙局（NASA）は、9月 7日（金）、ロ

ケットプレーン・キスラー社に対し、同社と結んでいるCOTS

（Commercial orbital Transportation Services）計画の契約を、30

日以内に終了させると通達した。COTS 計画は､民間企業によ

る国際宇宙ステーション（ISS）への物資供給とクルー輸送を行う

ための計画で、2006 年８月ロケットプレーン・キスラー社と

Spacex 社（Space Exploration Technologies）が選定されていた。

ロケットプレーン・キスラー社による計画は、同社の資金調達が

難航しているため遅延していると報じられていた。 


